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※ 次回の「弘法さん」縁日は１１月２５日 (木 ) です。

   

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
十
月
も
後
半

に
入
り
、
朝
晩
は
肌
寒
く
な
り
ま
し
た
。

く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。

   

寺
院
数
日
本
一
は
愛
知
県
で
す
が
、
今

日
は
神
社
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

★
神
社
数
日
本
一
は
新
潟

   

寺
院
と
神
社
を
総
称
し
て
寺
社
仏
閣
と

い
う
よ
う
に
、
両
者
は
混
交
し
た
存
在
で

す
。
全
国
津
々
浦
々
、
身
近
な
場
所
に
寺

院
と
神
社
の
双
方
が
あ
る
の
が
日
本
で
す
。

   

文
化
庁
「
宗
教
年
鑑
（
令
和
元
年
版
）
」

に
基
づ
く
と
、
全
国
の
神
社
数
は
八
〇
九

八
三
、
神
道
系
宗
教
団
体
数
は
八
七
四
九

七
で
す
。

   

都
道
府
県
別
の
神
社
数
最
多
は
新
潟
の

四
七
〇
六
、
以
下
兵
庫
、
福
岡
、
愛
知
、

岐
阜
の
順
で
す
。

   

一
方
、
最
少
は
や
は
り
沖
縄
の
十
五
。
次

い
で
、
少
な
い
順
に
和
歌
山
、
宮
崎
、
大
阪
、

山
口
で
す
。
人
口
も
多
く
、
縁
起
を
担
ぐ

の
が
好
き
そ
う
な
大
阪
に
神
社
が
少
な
い

の
は
意
外
で
す
。

   

新
潟
は
実
数
で
は
日
本
一
を
ず
っ
と
維

持
し
て
い
ま
す
。
な
ぜ
そ
ん
な
に
多
い
の

で
し
ょ
う
か
。
最
大
の
理
由
は
、
新
潟
の

人
口
は
か
つ
て
日
本
一
だ
っ
た
と
い
う
意

外
な
事
実
で
す
。

   

一
八
八
八
年
（
明
治
二
十
一
年
）
の
国

勢
調
査
で
は
、
新
潟
の
人
口
は
一
六
六
万

人
で
最
多
。
二
位
は
兵
庫
の
一
五
一
万
人
、

三
位
は
愛
知
の
一
四
四
万
人
。
東
京
は
一

三
五
万
人
で
愛
知
に
次
ぐ
四
位
で
す
。
続

く
一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
年
）
の
調

査
で
も
、
新
潟
は
さ
ら
に
増
え
て
一
七
一

万
人
で
一
位
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

   

人
口
が
多
い
う
え
に
、
新
潟
で
は
集
落

ご
と
に
神
社
が
あ
り
ま
す
。
農
業
地
域
で

自
然
の
恵
み
を
意
識
せ
ざ
る
を
え
な
い
新

潟
で
は
、
自
ず
と
神
社
の
数
が
多
く
な
っ

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

   

ち
な
み
に
、
寺
院
と
神
社
の
合
計
で
み

る
と
、
愛
知
が
七
九
一
六
で
一
位
、
新
潟

が
七
四
八
五
で
二
位
。
両
県
で
日
本
全
国

の
寺
社
の
九
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
一
割

を
占
め
ま
す
。

★
神
仏
習
合
の
日
本
仏
教

   

神
社
に
触
れ
た
の
は
日
本
仏
教
の
特
徴

が
神
仏
習
合
、
神
仏
混
交
だ
か
ら
で
す
。

寺
院
が
多
け
れ
ば
神
社
も
多
い
と
い
う
関

係
に
あ
り
ま
す
。

   

日
本
へ
の
仏
教
公
伝
は
通
説
で
は
五
三

八
年
。
大
陸
か
ら
伝
来
し
た
仏
教
は
異
文

化
、
外
国
の
宗
教
で
あ
り
、
そ
れ
を
日
本

の
天
皇
や
朝
廷
が
信
仰
し
、
仏
を
祀
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
日
本
に
は
古
（
い
に

し
え
）
か
ら
の
自
然
崇
拝
、
八
百
万
の
神
々

を
敬
う
民
族
宗
教
が
あ
り
、
天
皇
は
そ
の

祭
司
の
長
、
神
道
の
長
だ
か
ら
で
す
。

   

し
か
し
、
徐
々
に
浸
透
し
た
仏
教
は
、
日

本
古
来
の
自
然
崇
拝
、
神
道
と
調
和
融
合

し
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
神
仏
習
合
、
神
仏

混
交
で
す
。

   

最
初
は
仏
教
が
主
、
神
道
が
従
と
し
て

混
交
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
奈
良
時
代

に
は
神
社
に
神
宮
寺
が
建
て
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
平
安
時
代
に
本
地
垂
迹
説
が
生

ま
れ
ま
し
た
。
本
地
で
あ
る
仏
や
菩
薩
や

天
部
が
、
仮
の
姿
で
あ
る
神
と
し
て
人
々

の
前
に
現
れ
る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

   

本
地
と
は
「
本
来
の
こ
と
」
を
意
味
し
、

垂
迹
と
は
「
迹
（
あ
と
）
を
垂
れ
る
（
神

仏
が
現
れ
る
）
」
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

   

た
と
え
ば
、
阿
弥
陀
如
来
の
垂
迹
は
八

幡
神
、
大
日
如
来
の
垂
迹
は
伊
勢
神
、
阿

弥
陀
如
来
の
垂
迹
は
熊
野
神
，
観
音
菩
薩

の
垂
迹
は
賀
茂
神
で
す
。

   

二
千
五
百
年
前
に
イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た

仏
教
が
、
ヒ
ン
ズ
ー
教
や
イ
ン
ド
の
諸
神

と
向
き
合
っ
た
際
も
、
中
国
で
仏
教
が
道

教
と
接
し
た
時
に
も
、
同
じ
よ
う
な
考
え

方
で
融
合
が
起
き
た
そ
う
で
す
。

   

神
仏
習
合
の
思
想
と
親
和
的
で
、
積
極

的
に
仏
教
と
混
交
し
た
の
は
八
幡
神
で
す
。

東
大
寺
大
仏
造
営
に
協
力
し
た
宇
佐
八
幡

が
典
型
例
で
あ
り
、
最
初
に
菩
薩
号
が
つ

け
ら
れ
た
の
も
八
幡
神
で
す
。

   

平
安
時
代
に
は
熱
田
権
現
、
蔵
王
権
現

な
ど
「
権
現
」
と
い
う
考
え
方
を
生
み
、
神

仏
習
合
、
本
地
垂
迹
は
深
ま
っ
て
い
き
ま

す
。
仏
や
菩
薩
や
天
部
が
、
人
々
を
救
う

た
め
に
仮
に
姿
と
な
っ
て
現
れ
る
神
の
こ

と
を
権
現
（
ご
ん
げ
ん
）
す
な
わ
ち
「
仮

の
現
れ
」
と
呼
び
ま
し
た
。
権
現
の
権
と

は
「
仮
」
「
臨
時
」
と
い
う
意
味
で
す
。

   

仏
教
側
か
ら
神
道
を
理
論
的
に
説
明
す

る
神
道
理
論
も
登
場
し
ま
し
た
。
当
時
の

仏
教
界
の
主
流
で
あ
っ
た
密
教
二
宗
の
う

ち
、
天
台
宗
の
教
え
を
取
り
入
れ
た
の
が

山
王
神
道
、
真
言
宗
の
教
え
を
取
り
入
れ

た
の
が
両
部
神
道
で
す
。

★
反
本
地
垂
迹
説

   

神
仏
習
合
は
さ
ら
に
深
化
し
、
神
の
昇

華
を
祈
念
し
て
建
て
ら
れ
た
神
宮
寺
に
、
逆

に
鎮
守
社
を
設
け
る
風
習
も
現
れ
ま
し
た
。

   

や
が
て
神
道
側
か
ら
、
神
道
を
主
、
仏

教
を
従
と
す
る
反
本
地
垂
迹
説
も
現
れ
ま

し
た
。
室
町
時
代
に
入
る
と
、
如
来
は
天

皇
の
垂
迹
で
あ
る
と
考
え
る
吉
田
神
道
や

伊
勢
神
道
な
ど
の
系
譜
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
仏
教
は
花
実
、
儒
教
は
枝
葉
、
神

道
が
根
本
で
あ
る
と
す
る
根
葉
花
実
論
も

登
場
し
ま
し
た
。

   

神
社
の
系
譜
は
仏
教
以
上
に
多
様
で
す
。

神
道
、
信
仰
に
も
そ
れ
ぞ
れ
系
譜
が
あ
り
、

そ
れ
ら
は
相
互
に
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
い

ま
す
。

   

神
社
の
上
社
は
、
諏
訪
大
社
、
熊
野
大

社
、
宗
像
大
社
、
秋
葉
神
社
な
ど
、
多
様

で
す
。
神
道
の
系
譜
も
、
古
神
道
（
原
始

神
道
）
、
神
社
神
道
、
皇
室
神
道
、
教
派

神
道
、
民
族
神
道
な
ど
、
十
数
系
統
に
分

か
れ
ま
す
。
信
仰
の
系
譜
も
、
八
幡
信
仰
、

伊
勢
信
仰
、
天
神
信
仰
、
稲
荷
信
仰
、
熊

野
信
仰
、
白
山
信
仰
、
春
日
信
仰
、
浅
間

信
仰
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

★
西
国
三
十
三
所

   

か
わ
ら
版
は
四
国
八
十
八
ヶ
所
の
話
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
二
大
巡
礼
は
四
国

遍
路
と
西
国
三
十
三
所
で
す
。
来
月
は
西

国
三
十
三
所
の
ル
ー
ツ
な
ど
に
つ
い
て
お

伝
え
し
ま
す
。
乞
ご
期
待
。


